在宅酸素療法を必要としている人の生活調整行動 by 藤原 有希子 et al.






































The Life Adjustment Behavior of Patients
with Home Oxygen Therapy
藤 原 有希子 (Akiko Fujiwara)＊ 野 瀬 智 代 (Tomoyo Nose)＊＊
数 家 由 子 (Yuko Kazuie)＊＊＊ 浅 野 裕 香 (Yuka Asano)＊＊＊＊





接法によるデータ収集を行い､ 質的帰納的に分析した｡ 分析の結果､ 【HOTのある生活を振り返る】【できることとでき
ないことを区別する】【今の体調を保つ】【編み出した身体の負担にならない方法を実践する】【自分の望む形で人付
き合いを続ける】【HOTをしながらやりたいことを続ける】【より良い生活を送るために必要な周りの力を使う】という
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の保護､ 自由意志の尊重､ データの保管､ 研究
結果の公表の仕方について文書を用いて説明を









男性で､ 年齢は､ 60代が１名､ 70代が２名､ 80
代が２名であった｡ HOT歴は､ ６ヶ月から13年
であった｡ 同居者については､ ｢あり｣ が４名､














れについて説明していく｡ また､ 以後､ 大カテ
ゴリーは【 】､ 中カテゴリーは≪ ≫､ 対象
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